
１ 変化を見つめ新たな方向へ

近
世
賎
民
身
分
の
研
究
と
い
え
ば
、
え
た
非
人
身
分
を
中
心
に

進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
近
世
的
賤
民
構
造
は
え
た
非
人
に
限
定
さ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
地
域
に
よ
っ
て
夙
・
鯵
・
茶
笑
・
藤
内
・

陰
陽
師
・
隠
坊
な
ど
と
称
せ
ら
れ
た
多
様
な
賤
民
層
が
存
在
し
て

い
た
。
そ
こ
で
脇
田
修
な
ど
に
よ
り
早
く
か
ら
「
え
た
非
人
と
は

別
の
雑
多
な
被
賤
視
層
が
存
在
し
、
整
一
的
把
握
」
の
必
要
が
再

（
１
）
 

一
二
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
雑
多
な
被
賤
視
層
の
個
別
的
研
究

は
あ
っ
て
も
、
え
た
非
人
を
含
め
た
村
落
共
同
体
を
中
心
と
す
る

地
域
社
会
の
全
体
構
造
の
中
で
の
研
究
成
果
は
皆
無
に
近
く
、
そ

の
た
め
え
た
非
人
身
分
に
対
し
て
雑
種
賎
民
と
か
雑
賎
民
な
ど
の

は
じ
め
に

特
集
１近
世
賎
民
身
分
の
重
層
構
造
に
つ
い
て

－
河
内
国
を
中
心
に

呼
称
で
対
照
的
に
把
握
さ
れ
る
に
止
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
近
世

賎
民
身
分
の
存
在
形
態
は
、
え
た
非
人
を
主
軸
と
し
つ
つ
も
雑
多

な
賎
民
層
と
の
関
係
を
含
め
た
、
村
落
共
同
体
と
の
か
か
わ
り
の

中
に
構
造
化
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
こ
れ
ま
で
雑
多
な
賤
民
層
の
存
在
に
つ
い
て
峯
岸
賢
太

郎
は
「
同
一
種
類
の
地
域
に
よ
る
呼
称
の
差
で
は
な
い
か
」
と
、

え
た
身
分
と
は
異
な
る
賎
民
身
分
の
地
域
的
諸
相
と
さ
れ
て
い

（
２
）
 

た
。
こ
れ
に
対
し
て
山
本
尚
友
は
政
治
的
賎
民
身
分
と
は
別
に
「
中

世
社
会
で
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
職
能
に
よ
っ
て
宿
、
声
聞
師
、
鉢

叩
、
隠
亡
の
四
つ
の
系
統
」
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
多
様
な

社
会
的
賤
民
身
分
の
歴
史
的
解
明
に
視
座
を
与
え
る
と
共
に
、
雑

多
な
賤
民
身
分
を
、
え
た
非
人
な
ど
の
政
治
的
賎
民
身
分
に
対
す

（
３
）
 

る
社
会
的
賎
民
身
分
と
い
う
枠
組
で
把
握
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

森
田
康
夫
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耳
二
闇
ク
ト
錐
モ
一
切
申
触
ル
可
ラ
ズ
、
子
細
一
切
ハ
彼
ノ
意
一
一

任
ス
可
シ
」
を
受
け
取
り
、
宿
の
堂
で
真
言
供
養
を
勧
め
た
。
そ

し
て
翌
曰
、
堺
長
承
寺
に
砂
い
て
三
六
一
一
一
人
の
宿
非
人
に
菩
薩
戒

を
授
け
た
こ
と
な
ど
が
『
感
身
学
生
記
』
に
即
し
て
述
べ
ら
れ
て

い
た
。
三
浦
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
宿
非
人
の
生
業
は
「
葬
送
に

際
し
て
死
者
の
衣
裳
・
葬
礼
の
調
度
・
供
物
の
類
を
取
得
す
る
権

利
、
常
塔
供
養
・
追
善
仏
事
に
あ
た
っ
て
施
主
か
ら
施
行
を
受
け

る
権
利
、
癩
病
患
者
を
彼
ら
と
同
居
さ
せ
よ
う
と
望
む
家
族
か
ら

（
５
）
 

士
心
納
を
受
け
る
権
利
、
乞
食
の
業
を
認
め
る
権
利
」
な
ど
が
そ
れ

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

さ
て
河
内
国
に
つ
い
て
も
叡
尊
は
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
一

○
月
、
同
国
志
紀
郡
に
あ
っ
た
土
師
寺
（
現
在
の
道
明
寺
）
で
、

河
内
一
国
の
諸
宿
の
た
め
に
文
殊
供
養
を
行
い
、
一
一
三
六
名
の
宿

非
人
に
菩
薩
戒
を
授
け
た
こ
と
や
、
同
丹
南
郡
真
福
寺
で
の
塔
供

養
に
際
し
て
、
和
泉
・
河
内
・
摂
津
三
ヵ
国
の
非
人
一
千
人
に
飲

食
を
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
河
内
の
諸
宿
が

そ
の
後
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
た
か
に
つ
い
て
は
全
く
不
明

で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
江
戸
時
代
も
後
半
の
明
和
三
年
二
七
六
六
）
に
書

か
れ
、
そ
れ
が
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
に
河
内
の
各
宿
村
に

伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
『
家
系
之
来
由
』

．
（
６
）
 

と
題
さ
れ
た
こ
の
文
書
に
よ
る
と
、

社
会
的
賤
民
身
分
と
規
定
さ
れ
る
の
は
、
中
世
来
の
社
会
的
慣
習

と
し
て
賤
視
さ
れ
た
賎
民
身
分
の
意
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
な
ら
ば

社
会
的
慣
習
と
し
て
賎
視
し
た
の
は
中
世
来
の
村
落
共
同
体
側
の

意
識
の
あ
り
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
中
世
来
の
村
落
共
同
体

側
で
は
雑
多
な
賎
民
層
に
対
し
て
、
農
耕
儀
礼
に
伴
う
村
落
共
同

体
の
自
浄
意
識
か
ら
触
穣
意
識
を
持
っ
た
り
、
ま
た
間
人
に
み
ら

れ
る
よ
う
新
規
に
参
入
す
る
人
び
と
へ
の
出
自
に
対
す
る
種
姓
観

念
か
ら
す
る
賤
視
や
、
日
常
的
世
界
で
生
活
す
る
農
耕
民
に
と
っ

て
、
非
曰
常
的
世
界
で
活
動
す
る
異
能
者
へ
の
畏
怖
心
な
ど
を
含

め
て
、
情
念
的
存
在
と
し
て
雑
多
な
賤
民
層
を
把
え
て
い
た
と
い

え
よ
う
。
そ
の
意
味
か
ら
い
え
ば
社
会
的
賤
民
身
分
と
い
う
よ
り

は
情
念
的
存
在
と
し
て
の
賤
民
と
い
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
社
会
的

慣
習
を
形
成
さ
せ
る
根
底
に
は
、
そ
の
時
代
の
賤
視
さ
れ
た
人
び

と
を
取
り
ま
く
多
数
派
、
つ
ま
り
村
落
共
同
体
側
の
情
念
こ
そ
が

賤
視
を
許
容
し
温
存
し
た
か
ら
で
あ
る
。

近
世
幕
藩
体
制
の
下
に
支
配
さ
れ
た
村
落
共
同
体
で
は
、
庄
屋

を
頂
点
に
下
人
に
至
る
階
層
的
な
平
人
身
分
の
社
会
を
形
成
し
て

い
た
が
、
こ
の
村
落
共
同
体
の
周
辺
に
あ
る
枝
郷
と
か
墓
地
の
側

な
ど
に
近
世
的
賎
民
の
居
住
空
間
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
本
村
共
同

体
か
ら
の
賤
視
に
従
っ
て
、
ま
ず
一
様
に
情
念
的
存
在
と
し
て
の

賎
民
と
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
も
幕
藩
体
制
の
意
向

に
従
っ
て
役
負
担
さ
せ
ら
れ
た
え
た
非
人
の
系
列
は
、
法
的
に
賤

視
の
規
制
を
受
け
る
こ
と
で
制
度
化
さ
れ
た
賤
民
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
た
。
つ
ま
り
村
落
共
同
体
か
ら
み
た
と
き
、
制
度
化
さ
れ

た
賎
民
と
し
て
の
え
た
非
人
と
情
念
的
存
在
と
し
て
の
賤
民
と
し

て
、
た
と
え
ば
河
内
国
の
場
合
、
宿
・
陰
陽
師
・
隠
亡
な
ど
の
雑

多
な
賎
民
層
と
の
重
層
構
造
的
関
係
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し

か
も
共
同
体
側
の
制
度
的
賎
民
と
情
念
的
賎
民
に
対
す
る
身
分
序

列
の
意
識
は
、
き
わ
め
て
相
対
的
な
も
の
で
、
幕
藩
体
制
の
意
向

に
従
い
な
が
ら
も
賤
視
の
序
列
関
係
は
固
定
的
な
も
の
で
は
な

く
、
時
代
と
共
に
変
化
し
て
い
た
。
本
稿
で
は
史
料
の
関
係
か
ら

河
内
国
を
中
心
に
、
近
世
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
賤
民
身
分
の
存

在
形
態
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

す
で
に
和
泉
国
の
夙
村
に
つ
い
て
は
、
三
浦
圭
一
に
よ
る
一
連

（
４
）
 

の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
大
鳥
郡
の
取
石
宿
、
和
泉

郡
の
信
太
宿
、
曰
根
郡
の
鶴
原
宿
が
そ
れ
ぞ
れ
熊
野
街
道
沿
い
に

あ
り
、
と
り
わ
け
取
石
宿
は
叡
尊
が
弘
安
五
年
（
一
二
八
一
一
）
一

○
月
、
久
米
多
寺
か
ら
熊
野
街
道
を
経
て
大
鳥
長
承
寺
へ
行
く
途

中
で
取
石
非
人
宿
を
尋
ね
、
そ
こ
で
地
域
末
宿
の
代
表
者
七
名
の

連
判
す
る
起
請
文
「
堂
塔
供
養
ノ
時
、
狼
籍
ヲ
停
止
シ
、
又
癩
病

人
ヲ
居
家
一
一
住
ワ
ス
可
シ
、
路
頭
ヲ
往
還
ス
ル
癩
病
人
ヲ
目
一
一
見
、

夫
天
地
の
徳
た
る
乎
、
万
物
を
覆
護
し
、
曰
月
照
臨

し
て
、
賞
罰
明
然
た
り
、
而
帝
業
の
則
た
る
乎
、
審

諦
天
下
仰
化
を
し
ゐ
て
、
百
雛
監
箪
き
恵
む
に
、
仁

政
を
以
す
ろ
を
為
基
、
愛
に
纒
向
珠
城
皇
帝
の
御
宇
、

治
天
二
十
八
年
冬
、
母
皇
后
の
弟
倭
彦
命
蔓
す
、
是

に
お
ゐ
て
進
仕
り
し
人
を
埋
立
舩
陵
域
、
皇
帝
殉
埋

人
の
数
日
泣
吟
の
声
を
聞
く
心
に
切
に
悲
傷
あ
り
、

（
ま
さ
に
）

当
此
時
起
揚
仁
愛
、
端
止
殉
の
議
を
群
卿
に
下
す
、

（
秋
）
（
后
）

同
皇
帝
三
十
二
年
の
穐
、
皇
肥
曰
葉
媛
命
墓
す
、
皇

（
準
）

帝
復
先
勅
に
し
ゅ
ん
し
て
、
殉
死
道
不
良
之
詔
問
群

臣
、
諸
卿
皆
先
の
倭
彦
王
子
の
古
豆
に
し
た
が
わ
ん

と
、
差
に
お
ゐ
て
野
見
宿
称
、
益
国
利
人
の
便
吏
を

議
リ
奏
し
て
、
諸
物
の
象
を
つ
く
り
、
以
て
殉
死
に

か
へ
、
永
く
後
昆
の
規
と
す
、
（
中
略
）
正
に
今
河
内

国
住
す
る
殉
臣
の
後
畜
と
称
す
る
其
世
系
を
訪
に
、

（
時
）

い
わ
ゆ
る
性
し
、
垂
仁
皇
帝
の
御
宇
、
皇
后
墓
し
て

葬
に
の
そ
む
の
時
、
菅
之
遠
祖
奏
仁
愛
政
、
土
師
若

干
を
卒
し
て
、
以
恒
物
作
、
殉
人
止
む
、
し
か
し
よ

り
以
来
、
必
殉
臣
た
る
へ
き
も
の
徴
服
潜
行
し
て
、

妻
子
を
た
つ
さ
へ
率
ひ
て
所
縁
に
寄
寓
し
、
所
々
に

お
ゐ
て
蟄
居
す
、
然
し
て
其
子
枝
孫
葉
漸
々
烏
合
す

る
事
、
此
彼
に
蒻
醤
せ
り
、
是
に
お
ゐ
て
終
に
区
々

近
世
河
内
の
夙
村
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河
内
国

丹
南
郡
丹
下
村
江

右
の
殉
臣
村
文
書
の
成
立
の
経
緯
は
、
永
禄
元
年
に
五
条
菅
大

納
言
為
康
卿
へ
故
実
を
上
申
し
た
と
こ
ろ
「
遠
祖
の
由
緒
よ
ん
所

あ
る
こ
と
を
よ
み
し
て
、
賜
ふ
に
土
師
の
姓
と
家
系
の
由
状
と
を

以
す
」
と
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
よ
り
殉
臣
の
子
孫
が
土
師
の
姓
を
称

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
戦
乱
の
時
代

を
経
る
な
か
で
五
条
家
へ
の
出
入
り
も
遠
ざ
か
り
、
由
緒
も
忘
れ

ら
れ
よ
う
と
し
た
の
で
、
五
条
少
納
言
為
漠
の
時
に
再
度
、
前
来

の
由
緒
を
上
伸
し
、
為
瑛
朝
臣
か
ら
自
筆
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う

右
系
譜
令
一
覧
之
処

明
和
三
戌
年二
月

依
頼
、
更
毎
其
村
遺
之
者
也

文
化
十
三
子
年
十
一
月 菅
御
判

往
年
亡
父
卿
書
附
所
遣
之
一
巻
分
明
也
、
今
度

こ
の
村
邑
を
な
す
（
後
略
）

明
和
一
一
一
丙
戌
二
月

殉
臣
村
々

右
系
譜
令
一
覧
之
処
無
疑
惑
者
也

大
和
国
葛
上
郡
名
柄
村

添
上
郡
大
安
寺
村

白
毫
寺
村

和
爾
村

河
内
国
渋
川
郡
植
松
之
内
晒
村

志
紀
郡
沢
田
村
之
内
小
林
村

丹
南
郡
丹
下
村

茨
田
郡
諸
福
村

交
野
郡
上
燈
油
村

摂
津
国
嶋
下
郡
味
舌
村

〆
三
十
一
一
一
ヶ
村

往
古
ハ
七
十
五
ヶ
村
、
土
師
殉
臣
卜
申
菅
家
末
流
ノ
者
、
土

師
殉
臣
村
デ
ア
ル

近
在
デ
何
時
ト
ナ
ク
シ
ュ
ク
ト
云
う
異
名
ヲ
ツ
ケ
テ
穣
多
ド

モ
ラ
ノ
村
二
心
得
ル
事
歎
ヶ
敷
イ
コ
ト
ナ
リ

桓
武
天
皇
ノ
頃
カ
ラ
村
々
家
別
人
別
去
り
、
天
明
年
中
巡
見

ノ
頃
半
分
ト
ナ
ル

御
慈
悲
ヲ
以
テ
冥
加
ヲ
加
一
フ
ル

天
保
九
年

戌
閏
四
月永
井
飛
騨
守
預
リ
所

河
内
国
渋
川
郡
植
松
村
之
内

正
二
位
菅
（
花
押
）

こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
殉
臣
文
書
は
丹
下
村
だ
け
で
な
く
、
文
化
一
三
年

（
一
八
一
六
）
の
時
、
河
内
国
を
は
じ
め
関
係
村
々
に
書
き
伝
え

ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
河
内
国
渋
川
郡
晒
村
に
も
同
旨
趣
の
文

（
７
）
 

書
が
伝
参
〈
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
箱
書
き
の
表
と
裏
に
は
、

と
あ
り
、
ま
た
文
書
『
家
系
之
来
由
」
の
表
紙
に
は
、

乍
恐
願
書

南
山
城

和
州

河
州

摂
州

晒
村

惣
代
口
兵
衛
画

と
あ
っ
た
。
右
史
料
に
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
河
内
国
に
も
渋
川

郡
植
松
村
之
内
晒
と
志
紀
郡
沢
田
村
之
内
小
林
、
丹
南
郡
丹
下
村
、

茨
田
郡
諸
福
村
、
交
野
郡
上
燈
油
村
に
宿
村
が
あ
り
、
近
世
末
に

お
い
て
こ
れ
ら
の
村
々
は
、
本
村
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
村
落
か

ら
の
「
近
在
デ
何
時
ト
ナ
ク
シ
ュ
ク
ト
云
う
異
名
ヲ
ツ
ケ
テ
穣
多

ド
モ
ラ
ノ
村
二
心
得
ル
事
歎
ヶ
敷
イ
コ
ト
ナ
リ
」
と
、
賤
視
の
重

圧
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
『
家
系
之
来

由
』
を
申
請
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

な
お
こ
の
宿
文
書
が
伝
え
ら
れ
た
背
景
と
し
て
、
柳
田
国
男
が

「
毛
坊
主
考
』
の
中
で
「
奈
良
坂
の
志
久
か
ら
、
其
の
夙
神
奈
良

春
日
祠
造
営
の
為
に
、
多
額
の
賦
課
を
命
令
し
た
。
こ
こ
に
砂
て

往
昔
か
ら
京
都
朝
紳
五
条
家
の
配
下
に
属
し
、
土
師
部
の
遣
流
と

自
称
し
て
居
っ
た
数
個
村
の
人
び
と
は
、
宿
年
の
鯵
憤
が
一
時
に

爆
発
し
て
之
に
対
抗
し
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
農
耕
民
化
の
道
を

歩
む
宿
村
が
、
中
世
来
の
奈
良
坂
と
の
関
係
を
断
ち
切
る
こ
と
で
、

宿
村
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
求
め
た
と
こ
ろ
に
、
こ

の
文
書
の
流
布
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

い
ず
れ
に
し
ろ
個
々
の
宿
村
の
歩
み
は
不
透
明
で
あ
る
だ
け

に
、
か
っ
て
和
泉
国
取
石
宿
に
見
ら
れ
た
中
世
的
状
況
が
河
内
国

の
場
合
に
も
存
在
し
、
か
っ
て
の
宿
非
人
と
し
て
の
営
み
が
、
近

土
師
姓
御
書
物
箱

乍
恐
奉
願
上

山
城
国
相
楽
郡
北
河
原
村

綴
喜
郡
山
崎
村

晒
村

明
和
三
戌
年
新
調

丹
下
村

文
化
十
三
子
年
十
一
月
小
林
村
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河
内
国
の
中
央
部
に
位
置
す
る
、
旧
大
和
川
を
挟
ん
で
若
江
郡

域
と
渋
川
郡
域
に
あ
っ
た
近
世
植
松
村
慶
長
検
地
帳
に
よ
る
と
、

八
尾
さ
・
か
わ
た
・
志
く
の
三
つ
の
枝
郷
が
う
か
が
え
た
。

ま
ず
枝
郷
八
尾
さ
に
は
本
村
と
は
別
に
、
独
立
し
た
庄
屋
役
久

蔵
が
お
り
、
そ
の
屋
敷
地
は
、

屋
敷
五
畝
九
歩
七
斗
九
升
五
合
庄
屋
久
蔵

御
莵
許

と
あ
る
よ
う
に
除
地
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
八
尾
さ
は
幕
末
の
天

保
一
二
年
に
は
、
本
村
の
植
松
村
よ
り
分
村
し
て
若
江
郡
八
尾
座

村
に
編
入
さ
れ
た
が
、
明
治
一
三
年
の
町
村
制
の
実
施
で
、
再
び

世
村
落
共
同
体
を
形
成
し
た
周
辺
農
民
の
ま
な
ざ
し
の
中
に
、
中

世
的
幻
影
と
し
て
止
ま
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
近

世
宿
村
が
農
耕
民
化
す
る
な
か
で
、
な
お
か
つ
本
村
の
枝
郷
と
し

て
従
属
せ
し
め
ら
れ
、
本
村
共
同
体
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
通

婚
の
拒
否
な
ど
被
賤
視
身
分
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え

（
８
）
 

ぱ
近
世
末
の
植
松
村
一
示
門
人
別
改
帳
に
お
い
て
、
皮
田
村
は
別
帳

扱
い
に
さ
れ
て
い
た
至
宿
村
も
本
村
百
姓
分
の
末
尾
に
「
夙
非

人
番
之
分
」
と
か
「
夙
煙
亡
非
人
番
」
と
し
て
一
括
記
載
さ
れ
、

非
人
番
・
煙
亡
に
限
り
な
く
近
い
身
分
と
し
て
賤
視
さ
れ
て
い
た
。

二
神
人
・
宿
・
か
わ
た
の
併
存
す
る
村
落

清
水
八
幡
宮
領
の
別
宮
八
幡
の
神
人
と
し
て
、
大
山
崎
の
油
座
の

本
所
神
人
を
支
え
る
散
在
神
人
と
し
て
商
業
活
動
し
た
人
び
と

で
、
河
内
の
中
心
で
あ
る
八
尾
で
活
躍
し
た
と
こ
ろ
か
ら
八
尾
座

と
呼
ば
れ
た
。
近
世
の
初
め
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
の
こ
と
、

彼
ら
の
消
息
が
『
石
清
水
文
書
』
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

河
内
国
ヤ
オ

一
掃
部
所
薦
免
神
人
十
二
人
公
事
出
注
文

正
月
七
草
代
冊
六
文
十
二
人
々
別
三
文
宛

嗽
木
十
八
把
出
之

三
月
一
一
一
曰
ハ
ウ
コ
ノ
餅
代
六
十
文
出
之
十

二
人
々
別
五
文
宛
嗽

五
月
五
曰
百
廿
文
出
之
同
十
二
人
シ
テ
十

六
文
宛
出
之

此
方
ヨ
リ
代
官
ヲ
下
テ
請
取
也

ヤ
オ
神
主
在
所
落
付
也（
以
下
略
）

ｓ
年
中
用
抄
」
（
上
）
よ
り
）

石
清
水
八
幡
宮
の
諸
祭
礼
に
際
し
て
、
公
事
の
負
担
が
記
載
さ

れ
て
い
た
よ
う
に
、
近
世
に
至
る
も
石
清
水
と
の
関
係
が
続
い
て

い
た
の
が
八
尾
座
村
を
構
成
す
る
神
人
の
姿
で
あ
っ
た
。

次
に
枝
郷
志
く
で
あ
る
が
、
こ
の
村
の
土
地
所
有
の
割
合
は
き

わ
め
て
低
く
、
一
石
～
五
石
の
貧
農
層
が
六
軒
で
、
残
り
は
す
べ

河内国渋川郡植松村慶長検地帳階層分析

植
松
村
に
編
入
さ
れ
る
と
い
う
経
緯
を
持
つ
村
で
あ
っ
た
。

若
江
郡
八
尾
座
村
は
、
寛
永
年
間
に
代
官
高
西
夕
雲
の
時
、
八

尾
庄
が
八
ヵ
村
に
分
割
さ
れ
た
際
、
そ
の
一
つ
と
し
て
分
村
さ
れ

た
村
で
、
ち
な
み
に
天
保
郷
帳
に
よ
る
と
、

｜
高
弐
百
五
拾
六
石
四
斗
五
升
六
合

一
家
数
弐
拾
三
軒

内
鶏
鷆
罷

一
人
数
百
弐
拾
三
人

内
灘
榧
鐘
」
，

一
道
場
壱
軒
無
住

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
右
の
道
場
は
、
本
村
植
松
領
の
通
称
西

八
尾
座
と
呼
ば
れ
た
庄
屋
久
蔵
の
屋
敷
地
と
同
じ
所
に
あ
る
浄
土

真
宗
東
本
願
寺
下
の
正
願
寺
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
み
て
八
尾
座

村
の
庄
屋
を
は
じ
め
と
す
る
村
民
の
屋
敷
地
の
大
半
が
、
植
松
村

慶
長
検
地
帳
に
あ
る
枝
郷
に
あ
り
、
そ
こ
が
八
尾
座
村
の
居
住
空

間
で
、
若
江
郡
八
尾
座
村
は
主
と
し
て
田
畑
を
中
心
と
す
る
労
働
・

空
間
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
変
則
的
な
村
落
を
形

成
し
た
八
尾
座
村
で
あ
っ
た
が
、
近
世
を
通
し
て
農
耕
を
軸
と
し

た
独
立
村
を
形
成
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
枝
郷
八
尾
さ
に
対
し
て
は

周
辺
の
村
落
共
同
体
か
ら
特
に
賤
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
植
松
村
の
枝
郷
と
し
て
形
成
さ
れ
る
経
過
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
、
こ
の
あ
た
り
は
中
世
に
お
い
て
八
尾
座
と
称
せ
ら
れ
、
石

注：（）内は寺社・惣作分

計１２７８０４２３６７７２１９６６５４７８５３２１８９１３７１４５３

注：その他分は寺社・惣作など

本村 他村出作 志く かわた 八尾さ 計

20石以上ａ

5～20石ｂ

l～５石ｃ

1石未満． ４３０２ １４８５ １１１ １２３ １く１
０ 

１ 

1３ 

５ 

０ 

０ 

６ 

(1)３８ ００１７ １ １ １ ０１７４ １ ２ １ 

1４ 

(1)４５ 

(2)１０７ 

(7)１０６ 

本村 他村出作 志く かわた 八尾さ 計

他ＡＢＣＤのそ ８３２１８ ２４５２９ ３７８３７ ９９９７９ ４２１２６ ２３８２１ ６４１ ６ 

2７ 

２ 

， 

, 

， 

０ 

080 

936 

756 

０ 

８ 

1０ 

， 

， 

０ 

０ 

298 

995 

372 

００５０ ９３ ４２ ●夕■２２ 
０ ６ ０５２２０ ０９１８ ８７２３ ９９７１ ４３２１ 

１１ ８８３４０ ２２７１１ ３６３５６ ９０９９９ ４３４０８ ２５３４１ ６４２ 

計 1,278,042 3６，７７２ 1９，６６５ ４，７８５ 3２，１８９ 1,371,453 
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ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
近
世
後
期
に
自
ら
の
村
の
来
由
を
菅
家
末
流

の
殉
臣
村
と
認
め
て
い
た
よ
う
に
、
中
世
に
葬
送
儀
礼
的
職
能
に

従
事
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
現
に
そ
れ
を
裏
付
け
る

よ
う
に
、
志
く
村
の
周
辺
に
は
、
本
村
や
自
村
の
墓
の
他
に
志
紀

郡
老
原
村
の
墓
地
が
村
域
の
周
辺
に
あ
り
、
隠
亡
二
軒
も
同
村
に

あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
葬
送
儀
礼
に
た
ず
さ
わ
る
と
共
に
墓
地
の

管
理
権
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
た
。

い
ず
れ
に
し
ろ
志
く
村
は
近
世
に
至
り
、
農
耕
民
化
の
道
を
歩

み
始
め
る
が
、
中
世
来
の
卑
賎
視
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

事
あ
る
毎
に
本
村
共
同
体
側
か
ら
「
晒
の
者
共
」
と
呼
ば
し
め
て

い
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
こ
の
村
に
も
宿
村
に
広
く
み
ら
れ
る
氏

神
と
し
て
、
八
王
子
の
小
社
の
あ
っ
た
こ
と
が
元
禄
五
年
の
「
植

松
村
寺
社
改
帳
」
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
八
王

子
は
曰
吉
山
王
七
社
の
一
つ
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
現
在
は
比
枝

神
社
と
称
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
本
村
か
ら
志
く
村
に
対
す
る
賤
視
の
あ
り
よ
う
は
、

近
世
初
期
と
後
期
で
様
相
を
異
に
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
延
宝
検

地
帳
で
は
本
村
の
屋
敷
地
に
続
い
て
八
尾
座
分
が
あ
り
、
三
番
目

に
か
わ
た
村
の
馬
場
村
分
が
続
き
、
最
後
に
志
く
の
さ
ら
し
村
分

が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
記
載
順
は
、
本
村
か
ら
み
た
こ
の
時

点
に
お
け
る
三
つ
の
枝
郷
へ
の
賤
視
を
軸
と
し
た
距
離
感
を
示
す

も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
近
世
後
期
の
宗
門
人
別
帳

て
一
石
未
満
の
極
貧
層
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
み
て
こ
の
村
の
成

り
立
ち
は
、
中
世
末
に
お
い
て
非
農
耕
的
生
業
に
よ
っ
て
生
活
し

て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
乏
し
い

土
地
所
有
の
地
目
の
中
で
、
屋
敷
地
の
割
合
が
き
わ
め
て
高
く
、

た
と
え
ば
先
の
階
層
分
析
で
Ｃ
層
に
属
し
て
い
た
四
郎
兵
衛
家
の

場
合
、
検
地
帳
に
記
載
さ
れ
た
六
筆
、
一
一
反
五
畝
二
六
歩
の
う
ち

一
一
一
筆
、
三
畝
二
四
歩
が
屋
敷
地
で
あ
っ
た
。
同
様
に
宗
右
衛
門
家

で
は
屋
敷
地
一
筆
だ
け
の
七
畝
一
五
歩
と
い
う
大
き
さ
で
あ
っ

た
。
そ
の
他
、
又
左
衛
門
家
で
も
四
筆
、
一
反
一
畝
四
歩
の
う
ち

一
一
筆
、
三
畝
三
歩
が
屋
敷
地
で
あ
っ
た
。
と
も
か
く
志
く
村
の
家

数
四
四
軒
の
う
ち
一
畝
以
上
の
屋
敷
地
を
持
つ
者
が
先
の
三
名
を

含
め
て
一
一
二
名
。
そ
の
平
均
屋
敷
地
は
一
一
・
一
一
畝
、
村
平
均
で
も

一
・
三
畝
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
対
岸
の
か
わ
た
村
の
場
合
、
一
一

畝
廿
一
歩
の
屋
敷
地
を
持
つ
與
三
家
や
二
畝
三
歩
の
屋
敷
地
を
持

つ
孫
右
衛
門
家
も
あ
っ
た
が
、
八
軒
の
屋
敷
地
平
均
は
○
・
八
五

畝
と
狭
小
で
あ
っ
た
。

志
く
村
は
旧
大
和
川
の
左
岸
の
渋
川
郡
域
に
あ
っ
た
が
、
川
を

挟
ん
で
若
江
郡
と
接
し
、
ま
た
河
内
平
野
の
中
央
部
を
南
北
に
通

じ
る
河
内
街
道
に
面
し
、
こ
の
道
を
隔
て
て
志
紀
郡
域
と
接
し
、

さ
ら
に
東
西
に
通
じ
る
奈
良
街
道
と
村
内
で
交
わ
る
交
通
の
要
衝

に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
植
松
村
慶
長
検
地
帳
に
み
ら
れ
た
同

村
の
耕
地
に
比
し
て
屋
敷
地
の
大
き
さ
は
、
中
世
末
に
盛
ん
に
な

を
見
る
と
、
穣
多
村
の
場
合
は
別
帳
化
さ
れ
て
い
た
が
、
志
く
村

は
本
村
分
の
末
尾
に
「
夙
煙
亡
非
人
番
」
と
し
て
一
括
さ
れ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
安
政
期
の
「
五
人
組
帳
」
で
は
本
村
、
え
た
村
、

夙
村
の
順
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
幕
藩
体
制
の
意
向
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
制
度
的
賎
民
と
そ
の
他
の
賎
民
を
共
同
体
側
の
情
念
に

従
っ
て
受
け
と
め
て
い
た
結
果
と
い
え
よ
う
。

さ
て
近
世
宿
村
は
え
た
村
ほ
ど
そ
の
数
は
多
く
な
く
、
河
内
国

で
は
各
郡
域
に
一
カ
所
程
度
で
あ
っ
た
。
し
か
も
一
村
落
内
に
併

存
し
て
い
た
植
松
村
を
典
型
に
、
宿
村
の
隣
接
地
に
え
た
村
が
必

ず
存
在
す
る
と
い
う
併
存
関
係
こ
そ
、
近
世
賎
民
構
造
の
原
点
で

あ
っ
た
。
志
紀
郡
沢
田
村
之
内
小
林
の
宿
に
対
し
て
林
村
の
被
差

別
部
落
、
そ
し
て
丹
南
郡
丹
下
村
之
内
恵
我
の
宿
に
対
し
て
埴
生

村
之
内
向
野
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
者
は
中
世
の
あ
る
時
期

ま
で
キ
ョ
メ
と
し
て
あ
っ
た
も
の
が
、
社
寺
権
門
と
結
び
つ
く
こ

と
で
葬
送
儀
礼
や
寿
福
儀
礼
行
為
を
営
む
系
列
と
、
い
ま
一
つ
武

士
権
力
と
結
び
つ
く
こ
と
で
皮
革
生
産
に
必
要
な
草
場
の
権
益
を

獲
得
し
、
営
利
的
な
皮
革
生
業
集
団
に
分
化
し
た
こ
と
を
物
語
る

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
近
世
に
な
る
と
非
政
治
的
な
宿
村
を
制

度
的
賤
民
か
ら
除
外
し
、
村
落
共
同
体
の
意
識
の
あ
り
よ
う
に
ま

か
せ
た
の
に
対
し
て
か
わ
た
村
に
は
か
っ
て
の
戦
略
的
武
具
の

供
給
者
と
し
て
政
治
的
統
制
を
加
え
、
制
度
的
賎
民
身
分
と
し
た

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

っ
た
旅
や
遊
行
す
る
人
び
と
の
宿
場
的
機
能
を
果
た
し
て
い
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ま
た
い
う
ま
で
も
な
く
泉
州
取
石
宿

に
み
ら
れ
た
、
中
世
非
人
宿
を
起
源
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い

え
よ
う
。

慶
長
検
地
帳
に
お
い
て
、
志
く
村
の
人
び
と
が
自
ら
の
村
域
以

外
で
最
も
多
く
土
地
所
有
し
て
い
た
の
は
、
小
字
中
島
で
あ
っ
た
。

こ
の
中
島
は
志
く
村
域
に
近
い
、
旧
大
和
川
で
い
ち
ば
ん
川
巾
が

広
く
な
っ
た
中
央
に
発
達
し
た
河
原
で
、
通
称
五
条
ガ
原
と
呼
ば

れ
て
き
た
所
で
あ
っ
た
。
志
く
の
人
び
と
が
植
松
村
域
の
中
で
こ

の
中
島
に
進
出
で
き
た
の
は
、
か
っ
て
こ
の
五
条
ガ
原
を
乞
場
と

し
て
い
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。

こ
の
五
条
ガ
原
は
南
北
朝
期
に
は
八
尾
城
の
前
面
に
あ
る
河
原

と
し
て
、
延
元
一
一
年
（
一
一
一
一
三
七
）
の
八
尾
城
攻
防
の
際
に
、
激

し
い
合
戦
場
と
な
っ
た
所
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
こ
は
旧
大
和
川
と

河
内
街
道
を
結
ぶ
渡
河
地
点
で
、
こ
の
中
州
に
仮
橋
を
設
け
た
り
、

小
舟
で
人
を
渡
す
な
ど
の
こ
と
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず

れ
に
し
ろ
人
び
と
の
往
来
す
る
河
原
を
形
成
し
て
い
た
と
こ
ろ
か

ら
、
中
世
的
賎
民
の
乞
場
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
た
と
え

ば
志
く
村
は
近
世
に
晒
村
と
称
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
村
の

人
び
と
が
刑
吏
的
諸
役
を
行
っ
て
生
活
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
ま

た
葬
送
儀
礼
な
ど
に
た
ず
さ
わ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
キ

ョ
メ
的
職
能
を
分
担
す
る
人
び
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
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な
お
宿
村
は
近
世
を
通
じ
て
農
耕
民
化
の
度
合
を
強
め
て
い
っ

た
。
例
え
ば
植
松
村
志
く
の
場
合
、
延
宝
検
地
帳
の
階
層
分
析
に

よ
る
と
、
先
の
慶
長
検
地
帳
の
階
層
分
析
と
比
較
し
て
五
～
二
○

石
層
は
見
ら
れ
な
い
が
、
｜
～
五
石
層
は
六
名
か
ら
一
五
名
と
増

加
し
た
。
そ
し
て
志
く
村
全
体
の
土
地
所
有
高
も
、
慶
長
の
一
九

石
六
斗
六
升
五
合
か
ら
四
四
石
二
斗
三
升
五
合
と
、
二
・
二
倍
も

拡
大
し
た
。
こ
の
傾
向
は
宝
永
元
年
（
一
七
○
四
）
の
大
和
川
付

替
工
事
の
際
、
植
松
村
流
域
の
旧
河
川
敷
が
国
分
王
手
山
の
尾
州

藩
菩
提
所
。
安
福
寺
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
時
、
志
く
村
民
も
労
働

力
を
提
供
し
て
新
田
開
発
す
る
と
共
に
、
そ
の
作
人
と
し
て
安
中

新
田
に
進
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

枝
郷
か
わ
た
村
は
旧
大
和
川
を
隔
て
て
本
村
の
対
岸
に
あ
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
、
慶
長
検
地
帳
で
は
「
川
向
」
と
呼
ば
れ
、
や
が
て

延
宝
検
地
帳
で
は
「
馬
場
村
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
か
わ
た
村
の

あ
っ
た
所
は
近
世
植
松
村
の
小
字
で
「
馬
場
」
と
呼
ば
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
。
慶
長
検
地
帳
に
う
か
が
え
る
よ
う
に
志
く
村
に
比

し
て
わ
ず
か
七
軒
の
村
落
で
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
村

も
北
は
若
江
郡
佐
堂
村
、
穴
太
村
、
小
坂
合
村
、
高
安
郡
教
興
寺

村
を
結
ぶ
村
域
を
境
に
、
南
は
旧
大
和
川
を
限
り
と
す
る
蕊
牛
馬

の
草
場
を
持
ち
、
村
内
で
は
近
世
初
頭
か
ら
膠
生
産
が
行
わ
れ
て

い
た
。
こ
の
よ
う
に
蕊
牛
馬
を
原
料
と
し
て
そ
の
加
工
に
生
き
た

か
わ
た
村
と
、
人
の
生
死
・
病
・
寿
福
な
ど
の
儀
礼
に
か
か
わ
っ

植松村延宝検地帳階層分析

村落名

石高別

上謡勲二＝1ｓ
注：（）内は寺社・惣作分

｢と鵠[萱巨轌□
注：その他分は寺社・惣作など

た
宿
村
が
、
大
和
川
を
挟
ん
だ
同
一
村
落
の
枝
郷
と
し
て
共
存
し

て
い
た
。

近
世
に
志
く
と
呼
ば
れ
か
わ
た
と
呼
ば
れ
た
人
び
と
へ
の
卑
賎

視
の
底
流
に
は
、
中
世
農
民
の
意
識
を
受
け
継
ぐ
本
村
共
同
体
側

の
情
念
的
賤
視
の
ま
な
ざ
し
が
あ
っ
た
。
河
内
国
志
く
村
が
奈
良

坂
の
本
宿
を
離
れ
、
乞
場
を
は
じ
め
と
す
る
中
世
的
職
能
か
ら
離

脱
す
る
こ
と
で
、
脱
賤
化
の
道
を
歩
み
は
じ
め
て
も
、
本
村
農
民

か
ら
は
中
世
来
の
卑
賎
視
の
中
で
受
け
止
め
ら
れ
た
の
が
、
近
世

志
く
村
の
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
か
わ
た
村
は
、
中
世

的
職
能
を
近
世
的
身
分
制
度
の
中
で
固
定
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
賤

視
を
集
中
的
に
体
現
さ
せ
ら
れ
る
身
分
と
な
っ
た
。
い
う
ま
で
も

な
く
そ
れ
は
近
世
社
会
が
石
高
制
に
よ
り
農
耕
的
機
能
を
重
視

し
、
農
民
も
ま
た
そ
れ
に
伴
っ
て
租
税
負
担
者
と
し
て
の
自
負
か

ら
百
姓
意
識
を
強
化
す
る
中
で
、
農
耕
を
世
の
中
を
支
え
る
神
聖

な
営
み
と
し
て
受
け
と
め
、
そ
の
豊
穣
を
年
魂
の
加
護
に
よ
る
行

為
と
認
識
し
た
。
こ
の
時
、
農
耕
を
支
え
た
牛
馬
が
繁
れ
、
そ
れ

が
施
与
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
で
、
農
耕
の
豊
穣
を
妨
げ
る
機
の

す
べ
て
を
か
わ
た
身
分
に
転
嫁
し
、
牛
馬
の
死
ま
で
あ
が
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
村
落
共
同
体
の
聖
域
を
持
続
さ
せ
る
た
め
の
現
実
的

機
能
と
し
て
か
わ
た
村
へ
の
賤
視
が
向
け
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対

し
て
過
去
の
素
性
に
由
来
す
る
卑
種
と
し
て
、
賤
視
を
受
け
た
の

が
志
く
村
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
後
者
が
農
耕
民
化
す
る
な
か
で
自

河内国渋川郡安中新田亨保検地帳（亨保６年５月）

安中新田しゆく他村出作十

２３０９７９００２３０９７９ 

１７４２５３３２１０６６４４９３２７０８５２ 

０２２０４４１１１３３３３１７７ 

０２３８５２６３７５０２２ 

４０５２３２５６５３５７８２６３５４００３０ 

渋川神社文書より

本村 他本出作
・０

志く かわた 八尾さ 計

20石以上ａ 2１ ０ ０ ０ ０ 2１ 

５～20石ｂ (2)３６ ２ ０ ０ １ (2)３９ 

1～５石ｃ (3)３６ ５ 1５ ２ (1)５ (4)６３ 

1石未満． (5)２３ １ (1)２７ (1)１０ (1)５ (8)６６ 

本村 他村出作 志く かわた 八尾さ 計

Ａ 918,596 0 ０ ０ ０ 918,596 

Ｂ 319,237 33,178 0 0 8,166 360,581 

Ｃ 90,057 9,130 33,473 3,009 8,888 144,557 

， 7,269 155 1０，３４３ ２，５５０ 1,848 22,165 

その他 38,885 0 419 383 2,197 4１，８８４ 

計 1,374,044 42,463 4４，２３５ 5,942 21,099 1,487,783 

石高、村名 安中新田 しゆく 他村出作 計

２０石以上Ａ １ 0 ０ １ 

５ 二～ ２０石Ｂ ７ ３ ７ 1７ 

１～５石Ｃ ０ ９ 1１ 2０ 

１石以下， ０ ４ ５ ９ 

階層、村名 安中新田 しゆく 他村出作 計

Ａ 230,979 0 0 230,979 

Ｂ 174,253 3２，１０６ 64,493 270,852 

Ｃ ０ 22,044 11,133 33,177 

， ０ ２，３８５ 2,637 5,022 

計 405,232 56,535 78,263 540,030 
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１３変化を見つめ新たな方向へ

ら
は
い
う
ま
で
も
な
く
本
村
共
同
体
か
ら
も
次
第
に
過
去
の
卑
種

観
念
が
不
透
明
に
な
っ
て
も
、
な
お
且
つ
賤
視
さ
れ
続
け
た
の
に

対
し
て
か
わ
た
村
は
そ
の
現
実
的
機
能
ゆ
え
に
、
ま
す
ま
す
賤
視

を
強
化
さ
れ
る
と
い
う
関
係
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
本
村
共
同

体
か
ら
み
た
宿
と
か
わ
た
の
中
間
的
形
態
と
し
て
聖
が
あ
っ
た
。

近
世
河
内
国
に
お
い
て
聖
と
称
さ
れ
た
人
び
と
は
、
葬
送
儀
礼

を
担
当
す
る
俗
に
隠
亡
と
い
わ
れ
た
人
び
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
聖

職
は
河
内
に
お
い
て
一
一
～
三
ヵ
村
か
ら
な
る
共
同
墓
地
に
一
人

宛
、
村
抱
え
身
分
と
し
て
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
天
明
七
年
二
七

八
七
）
に
「
河
州
一
国
八
拾
壱
ヶ
所
」
の
墓
地
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
こ
の
聖
職
の
問
か
ら
、
そ
の
頃
に
阿
弥
号
の
所
望
や
色
衣
の
着

用
な
ど
の
風
が
み
ら
れ
、
聖
職
仲
間
に
お
い
て
取
り
沙
汰
さ
れ
た
。

乍
恐
口
上

河
州
一
国
八
拾
壱
ヶ
所
聖
共
一
一
御
座
候

一
私
共
儀
南
都
東
大
寺
勧
進
職
龍
枩
院
末
下
一
一
両
先
年

ら
年
臆
之
者
阿
弥
号
競
望
仕
又
ハ
無
拠
法
用
之
節
、
色
衣

著
用
之
儀
届
出
候
得
パ
被
聞
届
候
、
然
ル
所
近
年
狼
二
色

衣
著
用
仕
候
族
も
相
聞
、
非
知
吏
仲
間
―
―
て
も
規
則
相
乱

迷
惑
仕
候
間
、
以
来
右
龍
枩
院
一
一
お
ゐ
て
吟
味
之
上
許
請

三
聖
の
位
置

枩
院
末
に
属
し
た
聖
職
の
人
び
と
が
、
元
祖
行
基
菩
薩
遠
忌
の
執

行
の
曰
に
限
り
古
来
の
例
に
よ
っ
て
僧
侶
と
同
様
の
色
衣
着
用
の

輪
旨
を
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
根
底
に
は
聖
職
に

あ
る
者
と
し
て
、
か
っ
て
は
年
を
重
ね
る
こ
と
で
僧
と
し
て
遇
さ

れ
た
と
す
る
中
世
的
記
憶
を
た
ど
る
鞍
か
で
、
聖
職
へ
の
村
落
共

同
体
か
ら
の
隠
亡
な
ど
と
称
さ
れ
た
近
世
的
賤
視
に
対
し
て
色
衣

着
用
に
よ
っ
て
聖
職
の
由
緒
を
正
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
ろ
聖
職
が
曰
常
的
に
賤
視
さ
れ
た
背
景
に
は
、
中

世
来
の
葬
送
儀
礼
に
際
し
て
死
者
の
衣
服
や
葬
送
儀
礼
に
使
用
さ

れ
た
葬
具
の
賞
請
け
の
習
慣
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
金
銭
の
授
受

な
ど
葬
家
か
ら
供
養
と
称
し
て
施
し
を
受
け
る
身
分
の
た
め
で
あ

っ
た
。
元
来
、
死
者
の
取
扱
い
は
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
金

銭
授
受
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
蕊
牛
馬
に
お
い
て

も
売
買
す
る
こ
と
を
社
会
的
に
認
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
か
わ
田

が
蕊
牛
馬
の
賞
請
け
で
利
得
を
あ
げ
る
身
分
と
し
て
賤
視
を
強
化

さ
れ
た
よ
う
に
、
聖
も
死
者
を
扱
う
こ
と
で
利
得
を
稼
ぐ
身
分
で

あ
っ
た
。
例
え
ば
享
保
五
年
二
七
二
○
）
の
河
内
国
渋
川
郡
亀

井
村
ひ
じ
り
五
右
衛
門
の
場
合
、

一
札
之
事

一
鞍
作
村
領
内
二
有
之
墓
所
亀
井
村
大
子
堂
村
死
人
ハ
私

共
請
持
支
配
仕
来
候
、
両
鞍
作
村
新
家
村
竹
渕
村
野
送
之

義
ハ
是
迄
私
共
一
切
構
不
申
候
、
然
ル
処
御
村
々
葬
送
之

候
様
仕
度
旨
、
龍
枩
院
江
私
共
願
出
候
旨
龍
枩
院
被
申
立

候
二
付
、
右
願
立
候
趣
相
違
無
御
座
候
哉
、
勿
論
差
支
も

無
御
座
候
哉
御
尋
二
御
座
候

此
儀

｜
私
共
聖
職
之
儀
ハ
元
来
南
都
東
大
寺
行
基
菩
薩
開
基
之

由
緒
二
付
、
先
規
６
束
大
寺
大
勧
進
職
之
末
下
と
相
称
来

候
？
往
古
ハ
不
残
出
家
仕
阿
弥
号
等
称
年
繭
之
者
ハ
色
衣

迄
蒙
御
免
許
候
由
申
伝
候
所
、
末
世
二
至
り
右
之
規
則
取

失
行
候
狼
二
相
成
候
段
歎
ヶ
敷
奉
存
候
故
、
何
卒
如
古
来

論
旨
頂
戴
仕
候
得
ハ
自
然
と
仲
間
の
励
一
一
も
相
成
、
濁
世

一
一
至
り
追
々
如
往
古
出
家
相
遂
候
様
一
一
も
可
相
成
と
兼
而

再
興
之
儀
東
大
寺
表
江
近
年
願
出
候
儀
二
御
座
候
、
乍
然

当
時
私
共
俄
二
出
家
仕
色
衣
杯
著
用
仕
度
と
申
儀
二
而
者

無
御
座
候
、
（
中
略
）
東
大
寺
元
祖
之
御
遠
忌
執
行
之
節
一

曰
限
相
願
候
儀
二
御
座
候
得
者
Ｉ
（
中
略
）

―
私
共
聖
と
申
候
儀
ハ
行
基
尊
御
開
基
之
節
御
坊
与
唱
其

後
聖
と
唱
候
儀
伝
来
御
座
候
、
末
世
二
相
成
候
而
煙
亡
或

者
非
寺
里
与
書
候
儀
正
字
取
失
相
違
仕
儀
二
而
御
座
候
、

御
憐
感
以
右
之
通
御
聞
済
被
為
成
下
候
得
者
広
大
之
御
慈

悲
難
有
可
奉
存
候
以
上

（
９
）
 

天
明
七
未
十
一
月
廿
一
曰

右
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
行
基
ゆ
か
り
の
東
大
寺
大
勧
進
職
龍

節
掃
除
等
可
仕
候
問
、
不
依
多
少
御
志
被
下
候
様
二
近
年

御
願
上
候
へ
共
、
先
義
ら
無
之
義
二
御
座
候
故
御
聞
入
無

御
座
候
処
、
此
度
御
相
談
之
上
御
極
被
下
私
共
請
負
申
趣

一
墓
所
二
幕
御
張
候
葬
送
ハ
輿
井
燈
籠
盛
物
野
盤
幕
砂
す

り
弐
反
通
候
私
共
一
一
被
下
之
其
上
一
一
一
具
足
打
舗
前
机
御
錺

代
と
し
て
新
銀
三
匁
布
施
新
銀
壱
匁
可
被
下
之
候
事

一
中
分
輿
二
而
葬
送
之
方
ハ
三
具
足
御
錺
代
新
銀
壱
匁
布

施
新
銀
五
分
勿
論
輿
盛
物
可
被
下
之
事

一
惣
輿
一
一
而
中
分
以
下
之
野
送
ハ
御
錺
代
新
銀
五
分
布
施

弐
分
五
厘
可
被
下
之
事

一
軽
キ
野
送
リ
ハ
心
持
し
た
ひ
一
一
可
被
成
事

一
墓
地
境
内
塚
取
崩
し
開
発
耕
作
仕
候
義
仕

間
舗
候
事

右
之
通
今
度
御
極
被
成
請
負
申
候
上
者
御
定
之
外
以
来
何
様

之
御
願
茂
曽
而
申
間
舗
候
、
土
葬
火
葬
之
節
も
其
村
々
古
例

之
通
死
家
方
墓
所
江
御
付
置
候
人
之
差
図
志
た
ひ
に
仕
ひ
じ

り
役
之
者
罷
出
我
侭
之
働
一
切
仕
間
敷
候
、
万
一
違
乱
仕
候

者
私
共
役
目
先
例
之
通
二
御
取
上
ヶ
可
被
成
候
、
其
村
一
言

申
間
敷
候
為
後
証
一
札
如
件

享
保
五
子
年
八
月
廿
四
曰

亀
井
村
ひ
し
り

五
右
衛
門
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安
政
元
年
二
八
五
四
）
に
河
内
国
渋
川
郡
・
若
江
郡
・
高
安

郡
一
一
八
ヵ
村
の
大
庄
屋
か
ら
代
官
所
に
、
河
内
三
郡
の
「
切
支
端

宗
門
御
改
惣
人
数
覚
」
な
る
文
書
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、

惣
人
数
都
合
九
千
九
百
七
拾
六
人
内

男
四
千
八
百
五
拾
七
人

女
四
千
六
百
六
拾
人

中
鞍
作
村

南
く
ら
作
村

新
家
村

竹
渕
村

（
、
）

右
御
村
中

と
あ
る
よ
う
に
、
葬
送
の
規
模
に
応
じ
て
布
施
代
銀
及
び
手
数
料

な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
近
世
の
聖
職
は
村
落
共

同
体
の
墓
所
を
乞
場
と
し
、
死
者
を
火
葬
に
付
し
た
り
埋
葬
す
る

こ
と
で
、
死
穣
の
引
受
と
交
換
に
利
得
を
手
に
す
る
マ
ー
ジ
ナ
ル

な
身
分
と
し
て
村
落
共
同
体
か
ら
賤
視
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う

な
賤
視
に
対
し
て
聖
職
側
で
は
東
大
寺
大
勧
進
職
龍
枩
院
末
と
し

て
、
東
大
寺
の
権
威
を
背
景
に
限
り
な
く
勧
進
聖
１
僧
籍
に
接
近

す
る
こ
と
で
、
賎
か
ら
聖
へ
の
転
換
を
は
か
ろ
う
と
し
た
。
そ
し

て
東
大
寺
側
も
行
基
ゆ
か
り
の
末
々
三
昧
聖
と
し
て
彼
ら
を
組
織

化
し
た
。

た
と
え
ば
弘
化
四
年
の
行
基
菩
薩
千
百
回
忌
に
際
し
て
、
東
大

寺
大
勧
進
職
か
ら
三
昧
法
会
の
執
行
を
亀
井
村
長
左
衛
門
に
も
伝

達
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
ま
た
こ
の
聖
職
と
村
々
と
の
紛
争
が
生

じ
た
際
も
、
直
々
に
調
停
に
乗
り
出
し
解
決
に
当
た
っ
た
。
嘉
永

五
年
二
月
一
曰
の
こ
と
、
半
道
寺
の
あ
る
鞍
作
村
と
の
間
で
聖

長
左
衛
門
が
苦
境
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
事
の
起
こ
り

は
長
左
衛
門
の
取
り
仕
切
る
鞍
作
新
家
村
に
死
者
が
で
た
直
後
、

以
上
の
経
緯
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
聖
職
は
、
共
同
体
と
の
関
係

に
お
い
て
慣
例
に
従
っ
て
職
能
を
遂
行
し
、
葬
送
儀
礼
の
節
の
布

施
の
他
に
毎
年
春
秋
に
行
基
菩
薩
前
に
米
麦
両
度
の
初
穂
物
を
貰

請
け
る
村
抱
え
身
分
と
し
て
あ
っ
た
。
し
か
も
共
同
体
か
ら
は
孤

立
し
た
位
置
に
あ
っ
た
た
め
、
鞍
作
村
に
み
ら
れ
た
理
不
尽
に
対

し
て
は
聖
個
人
と
し
て
は
対
抗
し
え
ず
、
五
畿
内
取
締
惣
代
や
東

大
寺
龍
枩
院
を
後
ろ
だ
て
と
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
色
衣
の
着
用

願
望
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
東
大
寺
大
勧
進
の
始
祖
・
行
基
菩
薩

の
弟
子
で
あ
る
志
阿
弥
法
師
の
法
孫
と
し
て
自
己
を
位
置
づ
け
、

村
落
社
会
か
ら
の
賤
視
に
超
然
と
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
聖
も

利
得
と
引
き
か
え
に
死
穣
を
引
き
受
け
る
村
抱
身
分
と
い
う
二
重

の
意
味
に
お
い
て
、
近
世
賎
民
構
造
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。

お
わ
り
に

鞍
作
村
で
も
死
者
が
あ
り
、
葬
送
の
順
番
を
め
ぐ
っ
て
鞍
作
村
側

が
、
自
分
の
村
に
墓
地
の
あ
る
こ
と
を
理
由
に
優
先
を
主
張
し
た
。

そ
の
た
め
先
約
の
新
家
村
と
の
間
に
立
た
さ
れ
た
長
左
衛
門
は
、

鞍
作
村
の
一
方
的
な
申
し
立
て
に
対
し
て
彼
一
存
の
考
え
だ
け
で

解
決
が
及
ば
な
く
な
り
、
そ
こ
で
長
左
衛
門
は
翌
日
、
五
畿
内
取

締
惣
代
の
河
州
丹
南
郡
大
保
村
浄
土
寺
の
聖
量
阿
弥
に
相
談
し

た
。
そ
こ
で
量
阿
弥
も
ま
た
早
速
、
三
曰
に
鞍
作
村
庄
屋
に
面
会

し
、
そ
の
よ
う
な
横
車
は
先
例
に
な
い
と
申
し
立
て
た
。

し
か
し
鞍
作
村
で
は
我
意
を
通
す
た
め
「
死
人
有
之
候
と
も
聖

共
一
一
不
拘
死
家
同
行
仕
舞
一
一
い
た
し
候
由
取
極
候
」
と
、
長
左
衛

門
を
無
視
し
て
自
分
達
村
方
の
手
で
死
家
同
行
と
な
っ
て
葬
送
を

行
う
と
言
い
出
し
た
。
こ
う
な
る
と
聖
職
の
領
分
を
侵
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
、
長
左
衛
門
も
事
態
を
重
大
と
考
え
て
龍
枩
院
に

直
訴
し
た
。
そ
し
て
龍
枩
院
で
も
こ
れ
を
受
け
て
直
ち
に
鞍
作
村

民
に
よ
る
葬
送
行
為
の
差
し
止
め
を
寺
社
奉
行
所
に
訴
え
た
。
そ

の
中
で
龍
枩
院
は
「
尤
聖
職
分
之
義
者
別
段
之
次
第
故
、
往
古
占

之
法
則
を
相
請
葬
り
い
た
し
候
身
分
二
罷
在
候
と
も
不
相
弁
、
死

家
同
行
仕
舞
杯
与
勝
手
二
取
極
〆
呉
候
而
者
、
残
ル
檀
方
八
ヶ
村

も
此
後
同
様
新
規
を
相
エ
ミ
候
様
成
行
、
五
畿
内
聖
職
分
之
も
の

（
ｕ
）
 

と
も
に
も
押
移
り
」
と
聖
職
分
へ
の
共
同
体
側
か
ら
の
侵
害
を
憂

慮
し
、
鞍
作
村
に
死
人
が
あ
っ
て
も
三
昧
へ
の
立
入
禁
止
を
奉
行

所
に
訴
え
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

出
家
五
拾
六
人

尼
八
人

禅
門
弐
人

神
主
弐
人

祢
宣
六
人

神
子
弐
人

猿
楽
壱
人

非
知
利
三
拾
八
人
内
蕊
獄

穣
多
三
百
四
拾
四
人
内
藷
藻
四
人

右
の
文
書
に
よ
る
と
河
内
国
三
郡
域
に
は
、
村
落
共
同
体
の
平

人
・
僧
・
神
官
の
他
に
、
賤
視
さ
れ
た
人
び
と
と
し
て
猿
楽
・
非

知
利
・
穣
多
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
曰
常
的
に
村
落
共
同

体
か
ら
賤
視
さ
れ
た
志
く
に
つ
い
て
は
、
こ
の
文
書
に
記
載
さ
れ

ず
、
平
人
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
志
く
は
中

世
的
職
能
か
ら
離
脱
し
、
近
世
を
通
し
て
農
耕
民
化
し
た
と
こ
ろ

か
ら
、
領
主
に
対
す
る
報
告
文
書
に
は
非
制
度
的
賎
民
で
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
身
分
関
係
を
記
載
す
る
意
味
を
持
た
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
同
じ
く
安
政
元
年
に
渋
川
郡
・
若
江
郡
の
「
切
支
端

宗
門
改
惣
一
紙
目
録
」
が
先
の
大
庄
屋
の
所
に
送
付
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、

本
百
姓
人
数
合
弐
千
六
百
九
拾
三
人
内
甥
誓
顛
欺
仏
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猿
楽

壱
人

非
人
番
五
人
内
藥
仏

非
知
利
三
拾
七
人
内
蝿
熊
仏

と
あ
り
、
こ
こ
で
も
卑
賎
視
さ
れ
た
身
分
と
し
て
、
猿
楽
に
続
い

て
山
が
ち
な
高
安
郡
の
こ
と
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
非
人
番
が
お
か

（
皿
）

れ
、
そ
の
下
に
非
知
利
身
分
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
河
内
国
で

は
賎
民
身
分
と
し
て
、
村
落
共
同
体
の
周
辺
で
生
活
す
る
非
人
番

や
聖
身
分
、
そ
し
て
更
に
本
村
の
枝
郷
で
生
活
す
る
志
く
や
え
た

身
分
な
ど
が
、
村
落
共
同
体
の
卑
賎
視
と
い
う
精
神
的
距
離
に
お

い
て
重
層
的
な
差
別
構
造
を
形
成
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ

は
い
う
ま
で
も
な
く
庄
屋
を
頂
点
と
し
て
下
人
に
至
る
ま
で
の
、

村
落
共
同
体
と
い
う
小
宇
宙
的
秩
序
を
持
続
さ
せ
る
た
め
の
社
会

的
装
置
と
し
て
存
在
さ
せ
ら
れ
、
中
世
的
幻
影
を
担
わ
さ
れ
た
情

念
的
存
在
と
し
て
の
賎
民
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
制
度
的
賎
民
の

社
会
的
機
能
を
一
層
効
果
的
な
も
の
に
し
た
の
が
近
世
賎
民
構
造

の
実
態
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

な
お
本
稿
で
は
特
に
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
河
内
国
に
は
陰

陽
道
に
従
事
し
た
歴
代
組
の
八
ヵ
村
が
あ
っ
た
。
陰
陽
道
を
司
る

と
こ
ろ
か
ら
士
御
門
家
に
従
属
し
、
時
に
朝
廷
の
儀
式
に
奉
仕
し

た
と
こ
ろ
か
ら
、
村
落
共
同
体
の
平
人
と
一
線
を
画
し
た
。
し
か

し
こ
れ
ら
の
村
々
も
共
同
体
側
か
ら
は
時
に
夙
村
と
称
さ
れ
た
り

し
て
情
念
的
賤
視
の
対
象
と
な
り
、
通
婚
の
拒
否
な
ど
の
差
別
を

内
鑓
い

同
無
田

拾
人

内
韻
払

ヱ
タ
人
数
三
百
四
拾
四
人
内
篭
轤
四
人

と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
村
落
共
同
体
に
お
け
る
身
分
序
例

を
土
地
所
有
と
百
姓
身
分
を
軸
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
制
度
的
賎
民
と
し
て
の
え
た
身
分
に
つ
い
て
は
、
た
と

え
ば
植
松
村
之
内
え
た
村
の
場
合
、
安
政
六
年
の
宗
門
人
別
帳
に

よ
る
と
高
持
弐
拾
壱
軒
の
村
高
拾
三
石
九
斗
八
升
壱
合
で
あ
っ
た

が
、
土
地
所
有
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
こ
こ
で
は
人
数
だ
け
し
か

記
載
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
ま
た
本
百
姓
を
含
め
た
惣
人
数

合
に
お
い
て
、

文久４年晒村宗門人別帳

渋川神社文書より

ひ内下尼出内千無禅尼出
し望人家韓三田門家

呆議誉顧百百幸田七壱五憲毫笑弐壱九
拾人人六数人人人

八四人合
人人弐

（
週
）

受
け
た
。

注（
１
）
「
前
近
代
部
落
史
研
究
の
現
状
と
課
題
」
『
部
落
問
題
研
究
」
四

九
・
五
○
輯
、
部
落
問
題
研
究
所

（
２
）
「
近
世
身
分
論
』
五
七
頁
、
校
倉
書
房

（
３
）
「
近
世
社
会
と
そ
の
身
分
」
『
近
世
の
民
衆
と
芸
能
」
阿
咋
社

（
４
）
「
未
解
放
部
落
の
形
成
過
程
ｌ
和
泉
国
の
場
合
ｌ
」
「
日
本
中
世

賎
民
史
の
研
究
』
所
収
・
部
落
問
題
研
究
所

（
５
）
三
浦
圭
一
・
前
掲
書
一
一
八
一
一
一
頁

（
６
）
「
殉
臣
村
々
の
由
来
書
」
『
羽
曳
野
市
史
」
第
五
巻
、
二
一
三
～
四

頁
参
照
、
な
お
こ
れ
と
同
一
の
文
書
は
山
城
国
綴
喜
郡
四
ヵ
村
、

相
楽
郡
十
ヵ
村
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
「
家
系
之
来
由
」
「
京
都

の
部
落
史
』
第
四
巻
、
一
七
七
～
九
頁

（
７
）
「
志
く
文
書
」
「
沢
井
浩
三
収
集
史
料
』
八
尾
市
立
図
書
館
蔵

（
８
）
弘
化
四
年
及
び
文
久
二
年
の
「
切
支
丹
宗
門
御
制
禁
人
別
寺
請

帳
」
「
渋
川
神
社
所
蔵
文
書
』

（
９
）
「
林
家
文
書
」
「
沢
井
浩
三
収
集
史
料
」
八
尾
市
立
図
書
館
蔵

（
、
）
、
（
ｕ
）
同
前

（
四
）
高
安
郡
域
の
聖
人
数
の
多
さ
に
つ
い
て
何
ら
か
の
歴
史
的
背
景

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
一
説
に
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
が
集
め
ら
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
そ
の
確
証
が
な
い
。

（
囮
）
「
枚
岡
市
史
」
第
一
巻
「
第
六
節
陰
陽
道
と
枚
岡
」
参
照

惣
人
数
合
五
千
四
百
六
拾
五
人
内

男
弐
千
五
百
拾
弐
人

女
弐
千
五
百
五
十
三
人

出
家
三
十
四
人

尼
弐
人

禅
門
弐
人

ひ
し
り
女
臘
人

ヱ
夕
女
轄
杙
醍
仏

と
あ
る
よ
う
に
、
下
人
ま
で
を
平
人
身
分
扱
い
と
し
、
聖
と
え
た

を
賎
民
身
分
と
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
も
志
く
は
平
人
の

中
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

同
じ
く
文
政
九
年
の
「
河
内
国
高
安
郡
村
々
切
支
端
宗
門
御
改

惣
人
数
一
紙
目
録
」
に
よ
る
と
、

惣
人
数
都
合
四
千
弐
百
四
人

内娚掛川朋垂繩祀Ⅱ
出
家
一
一
一
拾
三
人

禅
門

三
人

尼
五
人

神
主

弐
人

祢
宣

八
人

神
子

壱
人

石高 晒

２０石以上 ０ 

５ 戸～ ２０石 ４ 3８，４４１ 

１～５石 ５ ８，９００ 

１石以下 ８ ３，４９６ 

無高 1６ 0 




